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実証的固有技術研究
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1911 科 学 的 管 理 法

1918 貨幣管理 (原価管理 )

科学的管理法翻訳

工場会計翻訳・出版
(能率原価→標準原価 )( 早稲田大 )

科学的管理法導入

1927S2日本能率連合会

1931S6

1940S15

製造工業原価計算準則1941S16

日本工業協会

(三菱・東芝 )

( 理事長：伍堂貞夫 )

( 理事長：山下興家 )

( 創設：上野陽一 38)

上野陽一 (68)

( 初代理事長：森川覚三 46)

( 上野＋森川＋36 人 訪米視察団 )

～ 1881

池永謹一　服部時計

遠藤健児　武蔵工大

玉井正寿　産能大

佐藤　良　富士通信

坪井和男　早稲田大

津村豊治　明電舎

中井重行　早稲田大

大蔵省

原理応用開発者　 

編述者　 

翻訳者

単純化（Simplification）
専門化（Specialization）
標準化（Standardization）

IE とは . 単に製品を作るのではな
く、設計された品質水準の製品を
最低のコストで物づくりすること
を意味する。
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（頑固な独立心・質素な生活・大胆な疑い）
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■継 承 的 能 率 管 理 技 法 の 創 出 発 展 プ ロ セ ス

時間研究　　作業測定

動作研究　　方法研究
ＩＥ

Metcut Research Associates Inc. 
Cincinnati OH

（産業能率の原理と応用）
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原理・原則論

26 年間に及ぶ 44000 回の実験・消費材料 360 トン、 20 万ドルの費用　

環境と能率に関する研究

(生産標準化・流れ化)

(ギルブレスとエマーソン)

SAM(Society for Advancement 
of Management＝経営近代化協会）

Therblig

統
合

ＶＥとは . 最低のコストで、
必要な機能（製品）を確実
に創り込むことを意味する。

ＰＦＭとは . 最低のコストで
必要な機能を経営絶対原価内
に創り込めるよう科学的に証
明することを意味する。

■科学とは、 物づくりについて一定の目的、 方法のもとに実験、 研究し、 原理原則を見つけだし、 その結果を体系的に組み立て、 その応用を考える学問のことである。

Systemα-2ｼﾘｰｽﾞ

メインフレーム部

機器を固定する

機械式

専用・外製・板金製缶

I／F
支　柱　　　　　　　　　１個　　　SS400　　　角パイプ

ステー　　　　　　　　　２個　　　SS400　　　平鋼材

台　座　　　　　　　　　２個　　　SS400　　　平鋼材

Profit Front Management（利益先取り経営）
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調達・購買調達・購買solution IT
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カスタマー

協力企業群

営業・企画
生技・試作

調達・購買

開発・設計

FCD
solution 

PFM/CAC
solution 

Cost Tool
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Cost Tool
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資材・調達
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◆よい物を安く作るＱＣＤ着想：Back loading

IT
solution 

CAD/CAE

PLM C+

CAD/CAE

PFM手法

◆安くて良いものを作るＣＱＤ着想：Front loading
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営業・企画

研究・経営

維持・保守

Product Lifecycle Management 
Product Lifecycle Cost Management 

原価先取り経営から利益先取り経営へ

ＣＡＣ搭載・ものづくり工学技法

IT
solution 

コストシミュレーター

微・積分学

５Ｍ

システム工学技法

知識工学技法
固有工学技法

生産工学技法価値工学技法

コスト工学技法

管理工学技法
解析学

５Ｍ

ＭＥ

認知科学

ＩＴ

ＩＥ
ＶＥ

基 本 技 術

管 理 改 革

　　　　　　　          標準原価計算基準

　　     標準コスト算定技術マニュアル

　　 　　　       標準コストテーブル便覧

         デザイン to コストテーブル便覧

                   売価コストテーブル便覧

                   購入コストテーブル便覧

          プレス板金コストテーブル便覧

            機械加工コストテーブル便覧

            樹脂成形コストテーブル便覧

    金型コストテーブル便覧 （上下巻）

     管理会計 ・ 理論と実践マニュアル

                コスト改善指導マニュアル

           技術購買実践指導マニュアル

    コスト工学 ・ 理論と実践マニュアル

標準原価計算テーブル便覧 ・ 機械編

標準原価計算テーブル便覧 ・ プレス

標準原価計算テーブル便覧 ・ 樹脂編  

    原価企画論の実践技術マニュアル

    原価管理論の最善技法マニュアル

          生産工程設計技術マニュアル

標準工程設計技術マニュアル ・ 板金

標準工程設計技術マニュアル ・ 機械
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ＪＣＥ与那覇三男1991H03日本コストエンジニアリング株式会社
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ＣＡＣ/ＣＡＤ連携 solution

ＰＬＭ　Ｃ＋solution

2010ＰＦＭ/ＣＡＣsolution

1995 OS Ｗindowsﾘﾘｰｽ

ＰＦＭsolutionﾘﾘｰｽ

(AI PLM CAD/CAM)

(CAC CAD/CAE PLM ITsolution)

(VD AI GSsolution)

(CS ACM GSTsolution)

(MCS GCM FRTsolution)




